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コミュニティ・スクールと高千穂ＧＬＯＣＡＬ
田原小学校は、令和６年度からコミュニティ・スクールとなります。コミュニテ

ィ・スクールとは、学校運営協議会を設置した学校のことで、学校と保護者、地域
の皆様が力を合わせ、子どもたちのより良い環境づくりに取り組む仕組みです。
学校運営協議会は、地域の皆様や保護者などから構成されます。田原小学校では、

地域と学校をつなぐ取組は、PTAや多くの行事において実践されています。今後は、
コミュニティ・スクールと連動して、地域の良さや魅力を生かした活動を行ってい
きます。
先日、「田原小しゃべり場」という取組を行いまし

た。今回は初めての取組ということで少人数で実施
しました。学校、保護者、地域の方が集まって、「田
原小の子どもたちをどのように育てていくか」とい
うテーマで自由に意見を出し合いました。それぞれ
立場は違っても、田原小の子どもたちをよりよく育
てていきたいという気持ちは同じです。多くの意見
をいただき大成功を収めることができました。
コミュニティ・スクールの活動を通して、子どもたちに地域の良さを伝え、田原

地区の誇りや未来への展望について、一人一人が考える活動を実践していきたいと
考えています。

学校では、田原地区の未来について考える子どもを育てるた
めに、「高千穂ＧＬＯＣＡＬ」という実践を行っています。８
年前、高千穂郷・椎葉山地域は『世界農業遺産（GIAHS＝ジ
アス）』に認定されました。世界食糧農業機関による厳しい基
準をクリアした世界に誇れる環境です。このすばらしい環境を
子どもたち、保護者、教職員が意識し､この名誉ある認定を誇
りに思い、永久に受け継いでほしい、ジアス認定の理由を語れ
る人になってほしいという願いから、町内すべての学校で取り
組んでいます。

これからの未来を生き抜く子どもたちにとって、地域とのつながりがさらに強く
求められる授業や活動が大切になってきます。保護者を含む地域全体が、子どもを
どのような教育方針で育てていこうとするのかを互いに話し合い、実践していくこ
とが重要です。そのきっかけがコミュニティ・スクールです。コミュニティ・スク
ールの実践が、「地域とともに未来社会をつくる学校」へとつながっていきます。
地域の方々へお願いです。地域の方々がふだんから学校にお越しいただくことで、

子どもにとってはたくさんの大人にふれ、ふるさとに対する思い出や愛情が増えて
いきます。このことが将来にわたる財産となり、地域の活性化にもつながっていき
ます。何のお構いもできませんが、お時間のあるときに学校に足を運んでくださる
とうれしいです。お気軽に校長室をおたずねください。お待ちしています。



【これからの行事予定】

１１月２４日（金） ハートフル作品展（～２６日まで）
２８日（火） 性教育講話
２９日（水） ＡＬＴ訪問 みやざき学習状況調査（４年）

１２月 ４日（月） 振替休業日（１２月９日土曜日 参観日分）
８日（金） 持久走大会
９日（土） 参観日 懇談会 もちつき大会

１１日（月） 読み聞かせ（おはなしくれよん）
１２日（火） バースデイランチ
１９日（火） 学力検査（ＣＲＴ：国語、社会） クラブ活動
２０日（水） 学力検査（ＣＲＴ：算数、理科）
２２日（金） 終業式 ※給食後下校

○ 冬休み １２月２３日（土）～令和６年１月９日（月）まで
○ ３学期始業日 令和６年１月１０日（火）

音楽フェスティバル♪

田原っ子３０人で練習してきた合奏を発表しました。音楽フェスティバルのス
ローガン「ひびけ！全力！田原っ子！」のとおり、一人一人が自分の楽器、パー
トを練習し、楽しく、美しいハーモニーを響かせました。１１月６日（月）に、
テレビ高千穂の方に撮影をしていただきました。真剣に合奏に取り組む田原っ子
の姿は、すばらしいの一言です。しばらくすると放送されますので、楽しみにお
待ちください。


